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Pali thina-middha- 「漕 沈 ・睡 眠 」, Amg. thinagiddhi-/

thinaddhi-‚Æ Vedic mardh/mrdh

阪 本(後 藤)純 子

1.仏 教 や ジ ャ イ ナ 教 の 術 語 が,広 く使 わ れ,翻 訳 が 定 着 し て い る に も か か わ ら

ず,正 確 な 語 義 や 語 源 が 判 ら な い と い う 現 象 は 珍 し くな い.そ の 場 合,中 期 イ ン

ド語 の 出 発 点 で あ るVeda語 形 の 検 討 が 問 題 解 決 の 糸 口 を 与 え る こ と が あ る.

Palithina-middha-,BHS styana-rniddha-(中 性 単 数)は,2つ の 中 性 名 詞thlna-/stya-

na-とmiddha-のDvandva複 合 語 と見 な さ れ,伝 統 的 に 前 肢 は 「精 神 的 に 沈 欝 で

不 活 発 ・無 気 力 な 状 態｣,漢 訳 「漕 沈｣Tib.rmugs pa'languor',後 肢 は 「倦 怠 感,

特 に 眠 気 ・居 眠 り｣,漢 訳 「睡 眠 」Tib.gnid'sleep'と さ れ る.こ の 語 はArdha-

magadhiのtlrinagiddhi-,t/tinaddhi-,Jaina-Skt.styana-grddhi-,styana-rddhi-に 対 応 す

る が,ジ ャ イ ナ 教 で は 一 語 全 体 と して 特 殊 な 睡 眠 状 態 を 意 味 す る.

仏 教 ・ジ ャ イ ナ 教 と も にChina-/thina-をstyana-とSkt.化 す る が,本 来 のSkt.

styana-と は 意 味 も 語 形 も 異 な り,単 純 に 同 一 視 で き な い(→2.,3.-3.3.).

middha-の 語 源 に 関 して は 従 来 様 々 な 見 解 が 示 さ れ た が,近 年 は 以 下 のEDGER-

TONの 説(NIA2,1939,607-610;BHSD s.v.styana-middha)が 一 般 に 支 持 さ れ て い る:

「仏 教 ・ジ ャ イ ナ 教 の 諸 形 は す べ て 仏 典 成 立 以 前 の 古 い 複 合 語*styana-＋rddhi-/rd-

dha-"increase of languor"[=Jaina Skt.styanarddhi-]>*thina-iddhi-/iddha-に 由 来 す る;

母 音 連 続 の 回 避 の た め,後 肢 語 頭 母 音 脱 落 に よ りAmg.thinaddhi-が,Sandhi-Con-

sonant mの 挿 入 に よ りPali thinarniddha-が 成 立;Amg.thinagiddhi-はgiddhi-「 貧 欲 」

へ の 連 想 か らgが 挿 入 さ れ,styana-grddhi-と 二 次 解 釈 さ れ た;Paliで は 誤 解 に よ

りrniddha-と い う単 語 が 抽 出 さ れ 用 い ら れ た が,人 工 語middha-に は 固 有 の 意 味

が 無 くthina-と 同 義 で あ る 」.EDGERTON説 は 語 形 の み を 機 械 的 か つ 共 時 的 に 同 一

次 元 で 比 較 し,一 見 合 理 的 で あ る が 現 実 の 文 献 の 検 討 結 果 と矛 盾 し,容 認 し 難 い:

1)Pali聖 典 古 層Gathaか らmiddha-お よ び 派 生 語middhin-は 単 独 語 と し て 一 貫 し

てthina-と は 異 な る 意 味 で 現 れ る;複 合 言Athina-middha-の 成 立 は 明 ら か に そ の 後

で あ る;2)Amg.thinagida'hi-/thinaddhi-の 用 例 はJaina聖 典 新 層 の 「見 障 業 」 の 列

挙 中 に 限 ら れ,Pali miaddha-よ り は る か に 新 し い 上 に,EDGERTON説 の 基 盤 と な る
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(213)Pali thina-middha -「昏沈 ・睡眠｣, Amg. thinagiddhi-/thinaddhi- ‚Æ Vedic mardh/mrdh (阪 本)

styana-rdda->thinaddhi-は 少 数 派 で,thinagiddhi-が 一 般 的 で あ る.

Pa.middha-は 音 韻 的 に も語 義 的 に もVed.mrdhra-お よ びmrddha-に よ く対 応 し,

こ こ に 起 源 を 求 め る べ き で あ ろ う1).こ の 見 解 は 既 にFs.DELEU,1993,302n.22に

示 し た が,新 た に 当 該 語 と語 根 脚mardh/mrdh及 びstya/stiの 全 語 形 を 検 討 し た 結 果

を 要 約 す る2).具 体 例 はFs.Klingenschmitt(印 刷 中)を 参 照 さ れ た い.

2.語 根stya/stiは 「流 動 性 ・柔 軟 性 を 失 う:1.固 ま る,凝 固 す る;2.停 滞 す る,

動 か な い｣を 意 味 し,動 詞 ・派 生 語 と も に ほ と ん どVeda文 献 の 特 定 の 表 現 に 限

定 さ れ る が,古 典Skt.で はstyana-形 容 詞 「固 ま っ た,停 滞 し た 」 が 医 学 文 献 に

頻 出 し,軟 膏,血 液,腫 れ 物,皮 膚 病,sarpis-の 丸 薬,kapha-/slesman-(体 内 の 水

的 要 素),心 臓,dada-,vayu-/vata-(体 内 の 気 体 要 素)等 を 修 飾 す る.Patanjali Maha-

bhasya I 246=II198で は 胎 児 の 「凝 固｣を 意 味 す る 中 性 名 詞 と して 現 れ る.

3.Palithing-/BHS styana-「 精 神 機 能 の 凝 固 ・停 滞,精 神 的 沈 滞 ・不 活 性,鬱 状 態｣

3.1.Pali聖 典 で は 意 味 が 精 神 機 能(citta-)に 限 定 さ れ,jhana-(dhyana-)「 禅 定 」 に

関 係 す る.1例 を 除 き 中 性 実 体 詞 化 し,最 古 層 のGathaに 残 る(sII26,28[E2:277,9]

形 容 詞 ～Mvu III 284,5G.pl.f.thinam→3.4.,Sn942a[Atthakavagga],Sn 11O6c[Parayanavagga],

Sn 483d[Sundarika-Bharadvaja-Sutta]).知 覚 ・感 受 ・思 考 等 の 精 神 機 能(citta-)は,柔

軟 で 流 動 性 を も つ か ら こ そ 自 由 ・閑 達 に 働 き,jhana一 を 可 能 に す る.citta-が 凝 り

固 ま っ て 重 く沈 み,停 滞 す れ ば,知 覚 が 鈍 麻 し,感 情 が 暗 く沈 み,思 考 が 働 か ず,

jhana-に 不 適 な 状 態 と な る.こ れ がthina-「 昏 沈｣で あ り,citta-を 覆 い 隠 し活 動

を 妨 げ る(nivaran-).「citta-の 凝 固 ・停 滞 が 精 神 活 動 の 障 害 を も た ら す｣と い う

考 え 方 は,凝 固 ・停 滞 し た(styana-)体 内 のkappa-/slesman-やvayu-/vata-が 病 的

状 態 を 引 き 起 こ す と い う 医 学 的 見 解(→2.)と 共 通 す る.

3.2.動 詞pati-tthiya-/pati-tthiya-(<*prati-styiya-te)「 反 感 ・敵 意 に 凝 り 固 ま る｣:Pali

聖 典 散 文 に お い て 怒 り等 の 不 快 な 感 情 を 表 す 定 型 表 現 に 現 れ る.

3.3.styana-とthina-/thina-は 音 韻 的 に 直 接 結 び つ か な い:styana->*cclrana-,同 様

にstyaya->*(-)cchaya-ti;MI.語 形 は 語 根 の 弱 階 梯Stiに 基 づ く:*stina一(→3.4.:

BHSに1例)>thina-,*stiya->(-)tthiya-(cf.BERGER Zwei Probleme 78).こ の 現 象 は 単

な るSamprasarana(EDGERToNBHSG§3.113;K.R.NORMAN JRAS 1938,46)と し て 片 づ け

ら れ な い(cf.筆 者:Panales of the VIIth World Sanskrit Conference[Leiden l987]vol.VI-VII,

1991,14f.).そ も そ もSkt.styana-が 語 根 の 標 準 階 梯 ＋-na-Suffixに よ る過 去 分 詞 か,

-ana-Suffixに よ る 中 性 実 体 詞 か 不 明 で あ り(→2 .),MI.thina-/thina-が,過 去 分 詞

と し て 本 来 期 待 さ れ る 歴 史 的 語 形(弱 階梯+-na-)の 継 承 か,或 い は 類 推 等 に よ る
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(214) Pa1i thina-middha- 「昏沈 ・睡 眠｣, Amg. thinagiddhi-/thiriaddhi- とVedic mardh/mrdh (阪 本)

二 次 的 形 成 か,決 定 し が た い .H.SMITHの 想 定 す る 類 推 形 成(Sadd 1430s.v.ta:

*st::styana=sina::syana=jina::jyana)は ほ とん ど 用 例 の な い 語 に基 づ き現 実 的 で

な い(とSBに2例,他 は 文 法 書 の み).OI.とMI.で 異

な る 語 根 階 梯 の 問 題 は 改 め て 検 討 す る 必 要 が あ る.

「消滅 す る」:過 去分詞(形 容詞化)una-「 欠如 して いる｣,名 詞nirvana-(標 準 階

梯+-ana-)「 完全 な消滅,涅 槃｣を 過 去分詞 に転用(K.HOFFMANN Aufs II 466f.n.3).

3.4.BHSntsg.styana-/sting-:MvuIII284,3(～sI 126,28→3.1.adj.)thinamはG.pl.

「女 達 の」で あ り,nt.tltina-(BHSD・BHSG,JONES Mvu訳)で は な い.

SaddhPundの 中央 ア ジ ァ 写 本(Ed.ToDA p.139[322b 2])は 恐 ら くthina-か ら復 元 さ

れ たstina-を 示 す(BHSDは 誤 って複合語 として採録).

4.Pali/BHS middha- nt.sg.「 眠気,居 眠 り」:古 い成 立 を 示 唆 す る古AryaのGatha

に現 れ る:

「立 つ

ていて も,歩 き回 っていて も,あ るい は座 っていて も,横 たわ って いて も,眠 気 か ら離れ

てい る限 り,こ の(慈 愛 の)意 識 を保 持すべ し.こ の生 き方 が この世 にお けるブラ フマ ン

で あ る3)と[人 々 は]言 って いる」.ま た 派 生 形 容 詞 「眠 気 ・居 眠 りに よ り特

徴 づ け られ た,常 に 眠気 ・居 眠 りを示 す｣がPaliとBHSた 共 通 す る古 層Gathaに

残 る:

「ま き散 らされた餌で太 らされ

た猪(野 生豚)の よ うに,大 食 していつ も眠 たが り,う たた寝 ばか りして,ご ろごろ転がっ

て寝 ている(正 しい姿勢 で寝 ない)習 慣 になる場合 には,愚 鈍 な者 として繰 り返 し繰 り返 し

母胎へ と近づ く(再 生す る).」 ～UdanavXXIX13.middlra-は 特 に禅 定 に関 して 用 い

られ る.修 行 生 活 で は,原 則 と して,夜 を三 分 した うち の 中 夜 の み,右 脇 腹 を 下

に,足 を足 の上 に 重 ね る姿 勢 で横 臥 して 眠 り,初 夜 と後 夜 は起 き て禅 定 を す る;

眠 気 に耐 え られ な い 場 合 は,定 め られ た場 で 繰 り返 し歩 く(camkama-<cankrama-

「経行」).慢 性 的 な睡 眠不 足 に よ り特 に 初 夜 と後 夜 の座 禅 中 の 眠気 に悩 ま され た様

子 が 窺 え る(→5.1.):Th271 aham middhenapakato viharakamam abhi-

ruhanto tath'eva papatimdrama「 私 は(座 禅 中に)眠 気 に突 き動か されて僧院か ら歩み出た.

carikamaへ と登 りつつ,ま さし くその まま大地 に倒れ た｣.出 家 修 行 者 の本 来 の あ り方

を保 持 す るdhutanga-「 頭 陀 行 」 のnesajjika-「 常 座 不 臥 の 実 践 者 」 は一 切 横 臥 し

て 眠 らず,常 に座 して 瞑 想 す るが,よ り深 刻 な状 況 に 直 面 したで あ ろ う:Th 904
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(213)Pali thina-middha-「 昏 沈 ・睡 眠｣ ,Amg.thinagiddhi-/thinaddhr-とVedic mardt/mrdh(阪 本)

pancapannasa vassani yato nesqjjiko aham|pancavisati vassani |yato middham samuhatam||「 私 が

常 座 不 臥 者 とな っ て か ら55年 間 で あ る.[私 か ら]眠 気 ・居 眠 りが 完 全 に取 り除 か れ て か

ら25年 間 で あ る｣.

5.Pali thina-middha-,BHS styana-middha-nt.sg.「 精 神 的 沈 滞 と 眠 気 ・居 眠 り」

5.1.Pali Gathaで は1例 の み(sn 437a:Namuciの5番 目 の軍 隊 題.散 文 経 典 で は 種 々

の 「悪 い 属 性｣の 列 挙 中 に 現 れ,特 にnivarna-「(精 神 機 能 を 題 覆 い 包 ん で 真 理

を 悟 る こ と を 妨 害 す る も の 」(3～10項 目,「 五 蓋｣)の 一 つ と さ れ る .Abhidhamma

以 降 はt/tlna-とtdda-に 分 解 し 各 々 を 類 型 的 表 現 で 解 説 す る 例 が 多 い:Dhs

204f(No.1152-1157)No.136[thina-の 定 義]ya cittassa akalyata akammannata oliyana...「 精

神 機 能 が 良 くな い 状 態 で あ る こ と,行 為(修 行/禅 定)に 不 適 で あ る こ と(→3.1),落 ち

込 んで い る こ と…｣;No.1157[middha-の 定]ya kayassa akalyata akammannata...soppam pa-

calayika...「 身体 が 良 くな い 状 態 で あ る こ と,行 為(修 行/禅 定)に 不 適?で あ る こ と… 睡 眠,

居 眠 り…｣;注 釈Asで は:thinan ti sappi-pindo viya ghana-bhacena thitam.「thina-と はsarpis-

の 団 子 の よ うに 固 ま った 状 態、に よ り停 止 して い る.」...medhati(v.1.meti)ti middham「medhati

(Sadd 395,5:=himsati)『 損 傷 す る』の でmiddha-で あ る.」...yam yebhuyyena sekha(puthujjana-

nam niddaya pubbabhaga-aparabhagesu uppajjati...「 大 部 分 は修 行 中 の 凡 人 達 に 眠 りに よ り初

夜 と後 夜 に生 じ る[=thina-middha-nivarana-](→4.).」

5.2.BHS nt.sg.styana-middha-:時 代 と共 に 本 来 の 語 義 ・語 形 の 伝 承 が 失 わ れ,語

形 の 崩 れ と共 に,単 な る 「居 眠 り｣の 意 味 に 転 化 す る(Gapdavyuha[Gv]20,10).

6.Amg thanagiddhi-,thanaddhi-(Jaina-Skt.styanagrddhi-,styanarddhi-)は 「見 障 業｣

(darsanavaraniya-karman-)の 列 挙 に お い て 睡 眠 に 関 わ る5項 目 の 一 つ と し て 現 れ る

(Uttarajjhaya,Thanamga,Samavayamga,Anuogaddara,Pannavana等 白衣 派 聖 典 新 層;裸 形 派 代

用 聖 典Mulacara等).白 衣 派 と裸 形 派 と で は 列 挙 の 順 序 が 異 な り,業 論 の 形 成 に 重

要 な 役 割 を 果 左 し たViyahapannattiに 現 れ な い 事 は,こ の 語 が 非 常 に 遅 い 段 階 で

Jaina経 典 に 導 入 さ れ た 可 能 性 を 示 唆 す る(河 崎 豊 氏 の 御 教 示 に よ る).睡 眠 状 態 の

一 種 で あ る こ と は 明 白 で あ る が
,具 体 的 な 内 容 は 聖 典 か ら は 定 め 難 い.一 般 にni-

dda-「 通 常 の 睡 眠｣,nrddanidda-「 深 い 睡 眠｣,payala-「 座 っ た 状 態 で の 眠 り｣,

payalapayala-「 歩 行 中 の 眠 り｣,thlnagiddhi-/thinaddhi-「 睡 眠 中 の 様 々 な 行 動｣と

さ れ る.こ れ ら の 語 はPali middha-の 類 義 語nidda-「 睡 眠,う た た 寝 」,pacalayika-

「眠 気 に よ る 瞬 き,こ っ く り,居 眠 り」 と共 通 し,一 ま と め にJaina教 に 取 り入 れ

ら れ た 可 能 性 が 強 い(→8.).

7.ved.mrdhra-,mrddha-:語 根mardh/mrdhの 語 義 の 中 核 は 「疲 労 に よ る 活 動 力 ・
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(216) Pali thina-middlta-「 昏 沈 ・睡 眠 」,Amg .thinagrddhi-/thinaddhi-とVedic mardtrdh(阪 本)

能 力 ・効 力 の 衰 退｣で あ る が,Aktionsart(momentativ/durativ)は 確 定 し が た い .pres.

marcllr-a-ti fientlv/intr.1.「 衰 弱 す る,倦 み 疲 れ る 」,2.「 怠 惰 ・無 精 ・無 関 心 ・不 活

発 に な る/で あ る｣,3.「 無 力 ・無 能 ・無 効 力 に な る/で あ る 」;4.trans.(+acc.)

「(～ に 対 し)怠 惰 ・無 関 心 で あ る;(～ を)怠 る,な お ざ り に す る,無 視 ・放 置

す る 」.[従 来 の 見解 はtrans.「 侮 蔑 す る,無 視 す る,見 捨 て る,怠 る」 を主 とす る傾 向 が 強

い:GRASSMANN,GELDNER,T.GOTO,MAYRHOFER,LIV等]派 生 語 も含 め て ,常 に 否 定 的

な 意 味 で 用 い ら れ る.定 動 詞 と現 在 分 詞 は す べ て 否 定 辞(na,nahi,nakir,ma,a-)を

伴 い,派 生 語 も 否 定 辞a-と の 複 合 語 が 多 い.

7.1.mrdhra-nt.(sg./pl.)「 疲 労(眠 気 ・不 活 発),能 力 ・効 力 の 衰 退 」(1)RV VIII

43,26ghnan mrdhrany apa dviso |dahan raksamsi visvaha|agne timena didihi||「 疲 労(眠 気)

達 を 打 ち 払 い,憎 しみ 達 を[打 ち 払 い],障 害 た ち を,あ ら ゆ る場 合 に焼 き滅 ぼ しつ つ,

Agniよ,鋭 い[炎]に よ り輝 け｣;(2)RV VIII44,30pura gne duritebhyah|pupa mrdhrebhyah

kave|pra na ayur vasotira||「困窮(苦 境)達 の前 に,ア グニ よ,疲 労達 の 前 に,詩 人(見 者)

よ,我 々 の 寿 命 を,良 き[神]よ,全 う させ よ」;(3)TSmI3,13,2[Agistoma;水 汲 み儀 礼]

karsir asi apapam mrdhram「君(Darbha草)は 畝 を 引 く者 だ.水 た ち の 疲 労(能 力 ・効 力 の

衰 退)を[引 き]除 け」(TSPⅣI4,3,4:mrdhramをsamalam「 汚 れ 」 で 置 換).永 遠 に世 界 を

循 環 す る不 滅 ・不 死 の水 た ち の疲 労 を除 去 し,そ の 浄 化 能 力 を活 性 化 す る儀 礼 と推 測 さ れ

る.RV IX Soma Pavamanaのmrdh-(Acc.P1.)「(圧 搾 に よ る題 疲 労 な い し効 力 減 退,具 体 的

に は不 純 物(?)」 の 除 去(6例)に 基 づ くか と推 測 され る.

7.2.adj.「 疲 労 衰 弱 す る;疲 労 に よ り活 動 力 ・能 力 ・効 力 ・意 欲 が 衰 退 し た,性

的 に 不 能 な,な お ざ り ・怠 惰 ・無 関 心 ・不 活 発 な 」

(1)mrdhratara-(比 較 級 題:MSpIV1,12:15,15 nisteja asya nirviryo bhratrvyojayate. 'tho

mrdhratara eva bhavatvai.「 彼 の 競 争 相 手 はエ ネ ル ギー を欠 き,活 動 力 を欠 い て生 まれ る.し か

も,ま さ し く,よ り怠 惰(不 活 発)と な る｣.mrdhra-がtejas-やvarya-の 欠 乏 と類 似 の

意 味 を 持 つ.

(2)a-mrdhra-:RV8例(Indra3,Agni,Soma Pavamana,Marut達Usas,Dyava-Prthivi各1),

TBmII8,2,2,SB(M)XI1,6,31.性 的 能 力 に 関 す る用 例 に は 動 詞 の 意 味 が よ り明 瞭 に

現 れ る(→2.stya/sti:vistima-"peniserectus",vistirni).i)RVV 43,136 a danasir brhad-

divo rdrano|visvebhir gant v omabhir huvanah|gna vasana osadhir amrdhras|tridhatusrngo vrsab-

ho vayodhah||「 持 続 力 あ り,高 い 天 に在 り,自 ら の も の を 与 え る[Agni]は,[我 々 に]呼

ば れ る な らば,あ らゆ る援 助 者 た ち(神 々題 と共 に,こ ち らへ 来 い,神 々 の 妃 た ち で あ る

植 物 た ち を身 に纏 い,(性 的 に題 疲 れ る こ と無 い,3層 の 角(cf.次 例trlni sisnani)を 持 つ 種
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(217)Pali thina-middha-「 昏 沈 ・睡 眠 」,Amg.thinagiddhi-/thinaddhi-とVedicmardh/mrdh(阪 本)

牛,生 命 力 を 授 け る[Agni]は 」;ii)SB(M)XI 1,6,31(～SB(K>III 1,12,27amrddham→7.3.)

trlni sisnani.|ta eva trayo 'nuyajah.sa yo 'yam varsistho 'nuyajas tad idam varsistham iva sisnam.

tam va anavanan yajed ity ahus.tatho hasyaitad amrdhram bhavatiti.||「3つの男性器(sisna-'penis'

;elliptic p1.)[が あ る].3つ のanuyaja-(祭 式終 了時の付属 的献供)は それ らに他 な らない.

その[う ち],こ の最 も高い(上 位 の)anuyaja-で あ るもの,そ れ はこの,ち ょうど最 も高

いsisna-で ある.そ の[anuyaja-]を 息 を継 がず に祭 るべきであ る,と 人 々は言 う.そ のよ

うにして,ま た,彼(祭 主)の これ(sisna-)は 不能 にな らない,と[人 々は言 う]｣.

(3)mrdhra-vac-「 な お ざ りな,効 力 の ない 言 葉 を話 す(者)」(異 民 族 ・異 部 族 の敵

対 者 へ の蔑 称)RV 5例:V 29,10(dasyu-;+anas-「 口の無い,無 口な,ま ともに言葉 を

話せない｣),VII6,3(Pani達),VII 18,13(十 王戦争の敵Puru),I 174,2(敵 の諸部族),X

23,3(lndraがvac-「(正 しい)言 葉」 に よ りvi-vac-「バ ラバ ラな言葉 を話 す(者 題」 でmr-

dhra-vac-な 者 達 を打 ち倒 す).正 確 に発 語 さ れ た実 現 力 を 持 つ 言 葉(brahman-)は

神 々 を動 か し勝 利 を もた らす が,不 正 確 な 言 葉 は効 力 を持 た な い とい う観 念 が 背

景 に あ る.

7.3.過 去 分 詞mrddha-「(性 的 に)不 能 な,怠 惰 ・不 活 発 な｣Br.に3例:(1)SB

(K)III 1,12,276amrddh～ 上 記SB(M)XI 1,6,31 amrdhram;(2)Deva達 のviryavant-と

Asura達 の 〃mrddha-の 対 比:MSpI 3,3:132,16f. daksinena hastena deva asrjata savyena

-surams.te deva viryavanto 'bhavan mrddha asurah.「[Prajapatiは]右手でDeva達 を[自 身か ら]

放 出 した(創 造 した),左 手 でAsura達 を.そ れ らDeva達 は雄 々 しい行動力 を備 えた者 と

なった,Asura達 は怠惰 な(不 活発 な)者 と[な った].」 ～KSP IX 11:112,18-20.

8.結 論(1)Pa.(=BHS)middha-「 眠 気 ・居 眠 り」 は音 韻 的 に も語 義 的 に もVed.

ndt-な い しnddt-の 発 展 上 に位 置 す る4).中 性 名 詞 ・形 容 詞 と してRVか ら

用 い られ たmrdhra->MI.middha-に,遅 れ て現 れ用 例 も少 な い過 去分 詞mrddha->

midddha-が 合 流 し て,Pali middha-が 成 立 し た と考 え ら れ る.(2)Ved.mrdra-/

mrddha-「 怠 惰 ・不 活 発 な 」 がMS/KSでvirya-「 雄 々 し さ,男 性 的 活 動 力 」 の 反

対 概 念 と して用 い られ る点 も仏 教 と共 通 す る(→7.2.(1)mrdhratara-~nistejas-;7.3.(2)

mrddha-::virydvant-).仏 教 の 修 行 の 特 徴 は苦 行 と享 楽 の両 極 端 を離 れ た 中 道 の 実 践

に あ り,そ の 中 核 はjhana-/dhyana-「 禅 定 藏 で あ る.viriya-/virya-「 精 進｣は 第4

paramita-「 波 羅 密 多 」 と して 第3の 「禅 定｣の 前 段 階 に位 置 す るが,middha-は

禅 定 の 妨 げ と して精 進 の 対 極 に あ る.比 丘(尼)た ち は慢 性 的 な睡 眠不 足 の 状 態

に あ り,特 に禅 定 の 問 「疲 労 に よ る 眠 気,居 眠 り｣に 悩 ま され た た め,middha-

の 意 義 が 「疲 労 に よ る活 動 力 の 衰 退,怠 惰｣か ら 「眠 気,居 眠 り｣に 転 化 ・固 定
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(218) Pali thina-middha-「 昏 沈 ・睡 眠｣,Amg.thinagiddhi-/thinaddhi-とVedic mardh/mrdh(阪 本)

され た と考 え られ る.他 方,Skt.styana-「 凝 固 ・停 滞 した｣に 対 応 す るthina-も

精 神 機 能citta-に 限定 され,「 精 神 的 沈 滞,不 活 性,鬱 状 態｣の 意 味 で 特 に禅 定 に

関 して 用 い られ る.本 来 は語 根stya/sti「 堅 くな る｣とmardh/mrdh「 疲 れ て ぐっ た

りす る(柔 らか くな る)｣と は反 対 方 向 の 意 味 を 担 う(性 的表 現 に端 的 に表 れ る).

Pali経 典 古 層,特 にGathaで はthina-とmiddha-/middhin-と は 区別 され て 単 独 に現

れ る が,前 者 は 精 神 の 不 適 性(akammannata-),後 者 は 身 体 の 不 適 性 と して,修

行 ・禅 定 の 障 害 とい う共 通 点 で合 体 し,複 合 語thina-middha-を 形 成 す る.(3)BHS

で はstyana-middha-にSkt.化 さ れ るが,時 代 が 下 るに つ れ て複 合 語 の意 味 が 「居

眠 り｣の 意 味 に収 斂 さ れ る と共 に,正 確 な 語 形 の 伝 承 も失 わ れ,特 に 後 肢mid-

dha-の 語 頭 子 音 が 崩 れ て ゆ く.恐 ら く この 時 代 に,解 脱 の障 害 とな る睡 眠 状 態 を

表 す 術 語 と してthina-middha-が 類 義 語nidda-,pacalayika-と 共 に,仏 教 か らJaina

教 に導 入 され,変 形 ・増 広 され て 「見 障 業｣中 の3項 目を構 成 す る に至 っ た と推

測 され る.そ の 際 に(thincr)middha-の 語 義 「座 りな が ら,歩 き な が らの 居 眠 り｣

(→4.)がpayala-(pacala-)とpayala-payala(pacalapcrcala-)に 割 り当 て られ た 結

果,thina-middha-の 対 応 語 に は 「脳 は睡 眠 状 態 に あ りなが ら身 体 的 に は活 動 して

い る状 態｣と い う意 味 か ら 「睡 眠 中 の 行 動｣と い う奇 妙 な再 解 釈 が 与 え られ た と

考 え られ る.(4)thlna(/styana-)middlta-は 語 形 伝 承 の 崩 れ(Gv styanaviddha-等)

か ら再 解 釈 を被 り,一 方 で は(恐 ら くgiddhi-「貧欲｣,更 にstri->thi-/thi-「女」gen.pl.

thihamの 連 想・か ら)thinagiddhi-/styana-grddhi-に,他 方 で はthinaddhi-/styana-rddhi-

に改 変 され た と推 測 され る.

1)FAusBのLL(Suttanipata Glossary,1894,279;283題 はrnrddha-をmrdh=midh/medh(=him-

sati→5.1.末)に 帰 す るが,middha-の 語 源 の正 確 な理 解 に は至 らなか っ た.

2題 用 例 調 査 に 関 しPali聖 典 で は林 隆 嗣 氏 に,Jaina文 献 で は 河 崎 豊 氏 に,医 学 文 献 で は

山下 勤 氏 に御 助 力 い た だ き,深 く感 謝 す る.

3)Pj I(Khp-a)250,25ff.はbrahmam viharamをbrahmaviharam「 梵 住｣のsplit compound

と して解 説.

4題r>iの 変 化 に関 して は,grdhra->adj.giddha-「 貪 欲 な｣,m.gadda-「 禿 鷹｣;mrga->

miga-「 鹿｣,maga-「 野 生 獣 」;trna->tina-「 草｣;rna->ina-「 負債｣等 参 照.

〈キー ワー ド>thina-middha-,styana-middha-,thinagiddhi-thinaddlli-styanagrddhi-,

styanarddhi-,nivarana-,mrdhra-,mrddha-,styana-,昏 沈,睡 眠,五 蓋,見 障 業

(パ リ第3大 学 課 程 博 士,元 大 阪 市 立 大 学 助 教 授)
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161. Atharvaveda ‡]‡V2,2 

Ryukai NAKAMURA 

  The paper focuses on the opening pada in the Atharvaveda-Samhita of the 

Saunakiya recension (AVS) ‡]‡V 2,2. Former studies see the word form of

prajnanam as a problem. Whitney notes (following PW and Henry) that the 

reading of the Paippalada recension (AVP) prajnanam is more plausible. pra-

jnanam, however, is supported by only secondary MSS. It is also necessary 

to examine the verb svarayantam in its meaning and with regard to case 

government. 

AVS prajnanam is presumed to be a gen. pl. of adj. prajna-, and qualifies 

disam. AVP prajnanam is acc. (Inhaltsakkusativ) sg. of the action noun n. pra-

jnana- in the meaning of 'signpost'. This meaning is attested in Vedic and in 

Pali pannana- 'sign'. The participle svarayantam is derived from svarayati 

'sounds'. The previous interpretation "shining" on the assumption that the 

word is a denominative from n. svar- is to be abandoned on morphological 

grounds. The verb-root svar does not exit in the meaning'to shine'. 

The translation would be: '(the sun) sounding for the foreknowing direc-

tions with [his] flame...'. The directions foreknow (pra-jna) each of their own 

positions to be located by the sound that the flame of the sun makes, and 

play the role of the signpost for the flying sun. This motif is succeeded by 

the Yajurvedic prose, and bears the background which explains the location 

between devas and azimuths. 

162. Pali thina-middha-, Amg. thinagiddhi-/thinaddhi- and Vedic mardh/ 

mrdh 

Junko SAKAMOTO-GOTO 

On the origin of Pali thina-middha-(BHS styana-middha-) and Amg. thinag-
iddhi-/thinaddhi- (Jaina-Skt. styana-grddhi-/styana-rddhi-), the view of Edger-

ton still prevails: "they go back to OI. *styana- + rddhi-/rddha- 'increase of 

languor' [= Jaina-Skt. styana-rddhi-] > MI. *thina-iddhi-/iddha-; Pali thina-
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(216) Abstracts

m-iddha- with a 'hiatus-bridging' m was misunderstood as thina- + middha-; 
the artificial word middha- has no different sense from that of thina (mid-

dha)-". This theory contradicts our philological research: 1) since the early 
stage of the Pali Canon (Gatha), middha- and its derivative middhin- are used 

as simplex with a different meaning from thina-; 2) Amg. thinagiddhi/thi-
naddhi- is attested only in enumerations of technical terms and is evidently 

younger than Pali middha-. 
Pa. (= BHS) middha- nt. 'drowsiness, doze' is supposed to have developed 

from ved. mrdhra- (RV +) nt. 'fatigue, decrease of activity, etc.', adj. 'tired, 

inactive, negligent, etc.' as well as p.p. mrddha- (Br.). For want of sleep, 

monks and nuns were annoyed by sleepiness anddoze especially during jha-
na- (dhyana-) 'sitting meditation', which caused a specialization of the sense 

of middha-. On the other hand, thina- (< *stina-; cf. Skt. adj. styana- 'coagulated, 
stagnant') was used as a nt. noun 'stagnation/inactivity of mental function 

(citta-), depression' esp. with regard to the meditation. As a hindrance to 
meditation, thina- and middha- combined into a dvandva-compound thina-

middha-, rendered styana-middha- in BHS. In the course of time, the sense 
of the compound was simplified to 'doze, sitting or walking sleep' and the 

beginning consonant of middha- became obscure. Probably in this period, 

thina-middha- with its synonyms nidda- and pacalayika- was introduced 
into Jainism, composing a part of Darsanavaraniya-Karman. Contrary to 

Edgerton's theory, m in middha- was removed to build Amg. thinaddhi- (Jai-
na-Skt. styana-rddhi-), or replaced with g (under association with giddhi- 'greed') 

to bring forth thinagiddhi- (styana-grddhi-). Since the original sense of mid-
dha- 'sitting sleep' or 'walking sleep' was allotted to payala- (pacala-) and 

payala payala (pacalapacala-), thinaddhi-/thinagiddhi- was reinterpreted as 'ac-
tion in sleep, somnambulism, etc.'.

163. A Select Comparison of Passages from the dhammapada and the ayar-

anga-sutta 

Kenj i WATANABE
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